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 １月７日（水），まだ暗い早朝より，放課後子ども教室の活動として 

恒例の『鬼火焚き』が行なわれました。「どんど焼き」「左義長」等， 

全国で名称はいろいろあるようですが，１月７日又は小正月の１月１５日 

に各地で行なわれているこの地域行事。一年間の無病息災や家内安全を祈 

願する正月行事の一つだそうです。残念ながら最近では，行なわれている地域も少なくなっているようです。

私も子どもの頃，自分の育った地区では行なわれていなかったので，実際に体験するのは初めてでした。（昨

年は，出張で不在のため参加できませんでした。）この火でお餅を焼いて食べると無病息災で過ごせるとのこ

と。子ども達は持ち寄ったお餅をおいしそうに食べていました。 

子どもと大人が関わり合って行なわれる古くからの伝統行事，いつまでも残したいものですね。暗闇の中，

燃え上がる幻想的な炎とお世話をしてくださっている保護者・地域の皆様の姿を見ながらそう思いました。 

  

 

１月９日（金）には，日本の伝統的な文化行事である 

『書き初め』に挑戦しました。 

１・２年生は硬筆（鉛筆とフェルトペン）， 

３年生以上は，毛筆です。３年～６年は，大きく長い 

条副紙を使うので体育館で実施しました。 

朝の冷たく凛とした空気の中，気持ちを集中させ書き上げます。 

さすが神小っ子。大きく，力強い，堂々とした作品が出来上がりました。 

 

  

 

“小さな学校 大きな人間づくり” 

放課後子ども教室「わくわくタイム」 

１月７日（水）実施 

お 餅を 焼い

ています。 

空からお月様も見つめていました。 
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